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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
消
費
者
か
ら
選
択
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
料
金
の
更
な
る
透
明
化
を
図
る
た
め
標
記
の
改
正
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
主
な
改
正
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

（
１
）
液
石
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
（
経
済
産
業
省
令
第
８
号
） 

 
  

［
平
成
２
９
年
２
月
２
２
日
公
布
、
平
成
２
９
年
６
月
１
日
施
行
］ 

 

①
第
１
６
条
（
販
売
の
方
法
の
基
準
）
に
、
一
般
消
費
者
等
に
対
し
て
料
金
を
請
求
す
る
時 

は
、
算
定
根
拠
を
通
知
す
る
こ
と
を
追
加 

 

（
２
）
液
石
法
施
行
規
則
の
運
用
・
解
釈
通
達
の
一
部
改
正 

 
 
 

［
平
成
２
９
年
２
月
２
２
日
公
布
、
平
成
２
９
年
６
月
１
日
施
行
］ 

 

①
賃
貸
型
集
合
住
宅
の
入
居
者
に
対
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
に
付
随
設
備
の
設
置
費
用
等
を 

含
め
て
請
求
す
る
場
合
は
、
１
４
条
書
面
に
そ
の
旨
を
明
記
す
る
こ
と 

 

②
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
請
求
時
に
は
、
そ
の
算
定
根
拠
を
原
則
と
し
て
書
面
で
通
知
す
る
こ
と 

 

③
１
週
間
ル
ー
ル
の
濫
用
に
よ
る
旧
販
売
事
業
者
と
消
費
者
間
の
料
金
精
算
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止 

 

（
３
）
液
化
石
油
ガ
ス
の
小
売
り
営
業
に
お
け
る
取
引
適
正
化
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
制
定 

 
 
 

［
平
成
２
９
年
２
月
２
２
日
制
定
、
同
日
施
行
］ 

 

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
標
準
的
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
等
の
公
表 

 

②
１
４
条
書
面
交
付
時
の
料
金
に
係
る
記
載
事
項
の
説
明 

 

③
料
金
の
値
上
げ
及
び
そ
の
理
由
の
事
前
通
知 

 

④
集
合
住
宅
入
居
者
を
含
め
、
一
般
消
費
者
等
か
ら
の
苦
情
及
び
問
合
せ
へ
の
適
切
且
つ
迅
速 

な
処
理 

 

〈
備
考
〉 

① 

詳
し
く
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

② 

改
正
１
４
条
書
面
は
、
協
会
で
も
販
売
す
る
予
定
で
す
。 
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液
石
法
省
令
等
の
改
正
、 

取
引
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定 

平
成
２
９
年
４
月
２
１
日(

金)

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

議 
 

事 

第
１
号
議
案 

平
成
２
９
年
度
定
時
総
会
に
つ

い
て 

第
２
号
議
案 

平
成
２
８
年
度
事
業
報
告
及
び 

決
算
の
承
認
に
つ
い
て 

○
監
査
報
告 

第
３
号
議
案 

平
成
２
９
年
度
事
業
計
画
及
び 

収
支
予
算
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案 

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告 

書
等
の
提
出
に
つ
い
て 

○
監
査
報
告 

第
５
号
議
案 

部
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

第
６
号
議
案 

｢

一
般
社
団
法
人
徳
島
県
エ
ル 

ピ
ー
ガ
ス
協
会
入
会
及
び
退
会 

規
程｣

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

協
議
事
項
等 

（
１
）
役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

（
２
）
液
石
法
省
令
等
の
改
正
、
取
引
適
正
化
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
に
つ
い
て 

（
３
）
そ
の
他 
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平
成
２
８
年
度
に
当
協
会
お
客
様
相
談
所
を
利
用
し
た
相
談
案

件
は
８
件
で
し
た
。 

相
談
内
容
は 

■
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に
つ
い
て 

４
件 

 

■
設
備
関
係
に
つ
い
て 

 
 

 

１
件 

 

■
保
安
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 

２
件 

■
そ
の
他
に
つ
い
て 

 
 
 

 

１
件 

 
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

例
年
と
同
じ
よ
う
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に
つ
い
て
の
相
談
が

全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
０
件
で
あ
っ
た
保
安

に
つ
い
て
の
相
談
が
２
件
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
１
０
月
１
９
日
と
本
年
２
月
１
６
日
に
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
お
客
様
相
談
所
委
員
会
を
開
催
し
、
お
客
様
相
談
所
へ
の
相

談
案
件
に
対
す
る
相
談
員
の
対
応
を
評
価
、
審
議
し
た
結
果
、
い

ず
れ
の
相
談
案
件
に
つ
い
て
も
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
徳
島
県
と
全
国
の
お
客
様
相
談
件
数
の
比
較
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。 

 

 

上勝町は、平成２９年３月２７日、町役場本庁舎の敷地内に６０ＫＶＡ措置型非常用ＬＰガス発

電機を設置しました。 

本庁舎のバックアップ電源として導入し、災害時など停電時には商用電源から自動的に切り替わ

り３日間フル稼働できるよう、同施設に隣接して設置された燃料庫にＬＰガス５０ｋｇ容器２６本

が常時収納されています。 

 予備電源としてＬＰガス発電機を選定した理由として、町担当者は、 

① 山間過疎地域では、非常時にシリン 

ダー式ＬＰガス容器の調達が容易であ 

ること。 

② 石油仕様では燃料の入れ替え等の作 

業が大変であり、劣化しないＬＰガス 

の方がメンテナンスがしやすいこと。 

③ 燃料劣化がないため、メンテナンス 

も含めればコスト面でも有利であるこ 

と。 

と語っております。 

＊ 総事業費は３千万円弱で、財源とし 

て「緊急防災・減債事業債」（償還時元 

利の７割が交付税措置される優良起債） 

を活用したこと。 

 

 「災害に強いＬＰガス」が県内の公共施設に本格的に導入された事例として各関係先にも紹介しな

がら、地区会の皆様との連携のもと、市町村などに対してＬＰガス機器の常設化に向けて更なる働き

かけを行っていきましょう。 

大型ＬＰガス発電機の導入（上勝町） 
 

 

 徳 島 県 全 国 

① ＬＰガスの価格に

ついて 

４件 

（50％） 

８５１件   

（21.8％） 

② 販売店の移動に 

ついて 

０件 ６８４件   

（17.5％） 

③ 設備関係について 
１件 

（12.5％） 

２７８件   

（ 7.1％） 

④ 保安について 
２件 

（25％） 

１，０６５件 

（27.3％） 

⑤ その他 
１件 

（12.5％） 

１，０２９件 

（26.3％） 

合 計 ８件 ３，９０７件 

 



えっとぶり春号 ２０１７年（平成２９年） ５月 3/4 

平成２９年度  徳島県保安行政担当者名簿（◎：液化石油ガス法担当者） 

所属・担当名 職    名 氏  名 

徳島県危機管理部消防保安課 

消防保安課長 先田  功 

副 課 長 高瀬 文彦 

保安担当 

課長補佐 金山 幸広 

主査兼係長 中村 泰久 

主  事 ◎横畠 里沙 

徳島県南部総合県民局     

経営企画部（阿南） 

副 部 長 谷川 善治 

県民生活担当 
主査兼係長 北原 聡子 

主任主事 ◎濱﨑  愛  

徳島県西部総合県民局     

企画振興部（美馬） 

次   長 安西 弘詞 

危機管理担当 
課  長 槇山 智夫 

主任主事 ◎下川 雄矢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳
島
県
危
機
管
理
部
消
防
保
安
課
長 

先
田 

功 
日
頃
か
ら
、
貴
協
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
県
政
各
般
に
わ
た
る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
今
日
で
は
、
安
全
か
つ
地
球

に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
下
の
約
７
割
の
家
庭
で

利
用
さ
れ
て
い
る
、
ま
さ
に
生
活
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
一
般
消
費
者
の
方
が
安
心
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
三
年

に
「
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
（
液
石
法
）
」
が
施
行
さ
れ
、
以
来
、

販
売
事
業
者
の
皆
様
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と
積
極

的
な
保
安
対
策
へ
の
取
り
組
み
が
、
着
実
に
進
展
し
て

い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。 

 

特
に
、
昨
年
度
は
、
四
月
の
熊
本
地
震
を
は
じ
め
、

鳥
取
県
中
部
地
震
や
福
島
県
沖
地
震
と
、
地
震
が
多
発

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
「
災
害
に
強

い
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
利
点
を
活
か
し
、
被
災
地

に
お
い
て
も
早
期
に
復
旧
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
機
動
性

を
生
か
し
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
熱
源
と
し

て
、
そ
の
迅
速
な
供
給
で
被
災
者
の
生
活
支
援
が
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

最
後
の
砦
」
と
し
て
の
強
み
を
、
大
い
に
発
揮
し
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
県
内
に
お

け
る
事
故
発
生
は
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
、
本
県
は
も

と
よ
り
、
県
下
全
市
町
村
と
の
「
災
害
時
応
急
生
活
物

資
供
給
協
定
」
を
締
結
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
な
ど
、

全
国
の
協
会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

近
い
将
来
、
確
実
に
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
を
迎
え
撃
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
本
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様

方
と
一
体
と
な
っ
て
対
応
で
き
る
こ
と
を
力
強
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
貴
協
会
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
、
今
後
、

益
々
の
ご
発
展
、
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

『
ご
挨
拶
』 
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物   品   名 単価（税込） 

交付文書（１４条） 31 円/１部 

ミニ式検針伝票                      

（社名入３００冊単位から可能） 

社名入 120 円/1 冊 

社名無 123 円/1 冊 

配達伝票  ３部                      

（社名入１００冊単位から可能）   

社名入 310 円/1 冊 

社名無 381 円/1 冊 

配達伝票   ４部                     

（社名入１００冊単位から可能） 

社名入 330 円/1 冊 

社名無 406 円/1 冊 

設備点検調査票 ２部 861 円/1 冊 

     〃     ３部 1,107円/1冊 

消費先保安台帳  1,500円/1冊 

販売台帳 800 円/100枚 

売買契約時等交付文書（ＬＰ） 648 円/1 冊 

       〃       （ガス器具） 648 円/1 冊 

質量販売に係るお客様へのお知らせ  1,250円/1冊 

 

行 

事 

予 

定 

５月 

１２日 調査員講習・検定 ＪＡ会館 9：00～ 

１７日 全Ｌ協理事会 東京 13：30～ 

２３日 業務主任者講習 教育会館 9：00～ 

２６日 定時総会 徳島グランヴィリオホテル 13:30～ 

 

６月 

 

 

７日～９日 丙種化学液石講習 ＪＡ会館 9：00～ 

９日 全Ｌ協総会 東京 13：30～ 

１３日 設備士再講習 ＪＡ会館 9：00～ 

２１日～２３日 第二種販売講習 ＪＡ会館 9：00～ 

２６日 保安共済事業団ﾌﾞﾛｯｸ会議 高知 14：00～ 

３０日 丙種化学液石検定 ＪＡ会館 9：00～ 

 

自主保安活動チェックシートの提出について(お願い) 

提出期限は６月９日（金）です。 

自主保安活動チェックシートについては、各事業所における自主保安活動推進の一環と

して平成２５年度から全国的に実施されていますが、経済産業省からの強い要望もあり、

当協会としても、提出目標 100％ を目指して取り組んでおります。 

つきましては、期限内の提出をよろしくお願いします。 

 

定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
で
は
、
平
成
２

９
年
度
定
時
総
会
を
５
月
２
６
日(

金)

１
３
時

３
０
分
よ
り
、
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
改
め
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
出
席
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 


